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資源循環吸着研究グループ 田中寿

液相からのアンモニウム吸着、Cs飛灰の減容保管

吸着技術で様々な有用/有害物質の回収資源化、除去浄化を目指します。
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最初沈殿池 反応タンク 最終沈殿池
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消化槽分離液からアンモニウム吸着除去

ブロア電力低減必要酸素低減
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下水からのアンモニウムイオン吸着

放射性Cs汚染物の除染/減容保管

吸着材でNH4
+を回収、

全国電力量の0.7%を消費
する下水道事業の硝化脱
窒エネルギーを低減
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